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・河川管理者等は、共同して流域水害対策計画を定めなければならないことから、特定都市河川

指定後、計画の策定に関する協議に着手するためにも、計画の実施・運用のための体制を構築。

・「流域水害対策計画」の策定主体が共同して、流域水害対策協議会を組織しなければならない。

流域水害対策協議会の設置について
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流域水害対策協議会の設置について
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流域水害対策協議会の規約について
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流域水害対策協議会の規約について
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流域水害対策協議会 検討部会の規約について



流域水害対策計画の策定

特定都市河川流域において浸水被害対策を総合的に推進し、浸水被害の防止・軽減を図るために、流域水

害対策協議会等における協議を踏まえ河川管理者等が共同して流域水害対策計画を策定。

流域水害対策計画に記載する事項 （法第４条第２項）

河川管理者 6.  河川管理者が行う雨水貯留浸透施設の
整備

7.  下水道管理者が行う特定都市下水道の
整備

1.   計画期間

2.   水被害対策の基本方針

3.  都市浸水の発生を防ぐべ目標と

なる降雨

4.   都市浸水想定

10. 下水道管理者が管理する特定都市
下水道のポンプ施設の操作

11.  都市浸水想定の区域における土地の利用

12. 貯留機能保全区域・浸水被害防止区域の指定
の方針

14. その他浸水被害の防止を図るために必要な

措置

13. 浸水被害が発生した場合における被害拡大防止

のための措置

5.   特定都市河川の整備

下水道管理者

8. 河川管理者・下水道管理以外の者が
行う雨水貯留浸透施設の整備その
他浸水被害の防止を図るための雨
水の一時的な貯留又は地下への浸
透

9.  雨水貯留浸透施設整備計画
の認定に関する基本的事項

地方公共団体
民間事業者等

基本的事項

流域水害対策計画の策定
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総説 

山国川は、平成 24年 7月 3日及び平成 24年 7月 14日洪水で大きな被害を受け、こ

の洪水を契機に山国川中流の山国川床上浸水対策特別緊急事業による集中的な河川整備

を実施し、堤防整備、河道掘削等を行ってきた。 

一方で、山国川中上流域は、耶馬日田英彦山国定公園及び国指定名勝耶馬渓に広い範

囲が指定され、これらの自然環境、観光資源を生かした河道整備が求められており、大

規模な河道掘削等が困難となっている。 

このような状況において、令和5年 7 月の出水では、山国川中上流部において再

び、床上浸水被害が発生するなど、近年、激甚な水災害が頻発している。さらに、今

後、気候変動による降雨量の増大や水災害の激甚化・頻発化が予測されている。 

このような、水災害リスクの増大に備えるために、河川管理者が主体となって行う治

水対策に加え、氾濫域まで含めて一つの流域として捉え、その河川流域全体のあらゆる

関係者が協働し、流域全体で水災害を軽減させる治水対策「流域治水」への転換を進め

ることが必要である。 

このため、山国川では、「流域治水」の実効性を高め、強力に推進するための法的枠

組みである「特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律」の全面施行に伴

い、令和 8年(2026)3 月 24 日、特定都市河川の指定を受けたものである。 

この山国川水系山国川流域水害対策計画は、特定都市河川浸水被害対策法改正で新た

に創設された様々な制度を活用することで、これまでの山国川流域の治水対策の取組を

さらに進め、流域治水を計画的、効果的かつ早期に進めることができるよう、河川管理

者及び流域自治体、地域の防災リーダーなど、流域のあらゆる関係者の協働による総合

的な浸水被害対策を定めたものである。本計画に沿って、水害に強いまち（流域）づく

りを目指し、関係者が一体となって流域治水を本格的に実践し、流域の早期かつ確実な

治水安全度の向上を図る。 
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山国川流域水害対策計画策定に向けた今後のスケジュール（案）
特定都市河川の指定（山国川流域）

第1回 山国川流域水害対策協議会

第２回 山国川流域水害対策協議会

第４回 山国川流域水害対策協議会

検討部会

検討部会

住民・学識者の意見照会（パブリックコメント）

関係部局協議

流域水害対策計画の策定・公表

設立・規約・概要説明，今後の進め方・スケジュール

※流域水害対策計画（素案）を審議

・適宜、追加検討

流域水害対策計画（案）確認

・パブコメによる意見等を踏まえた計画見直し

第３回 山国川流域水害対策協議会

・
・
・

検討部会

令和８年３月２４日

基本的事項の審議※

適宜６者勉強会

適宜６者勉強会

６者勉強会

・適宜、追加検討

設立準備会

適宜６者勉強会

令和８年８月５日 設立・規約・概要説明，今後の進め方・スケジュール

・基本的事項の検討（基本方針、目標降雨、計画期間、
分担量等）

・各機関の対策内容の検討

※検討内容の進捗状況に応じて第３回協議会内容を審議

令和８年７月６日
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